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本報告書は、県道石橋・石和線建設事業に伴う事前の発掘調査の結果をまとめたもので、調

査対象の遺跡は山梨県東八代郡八代町身洗沢遺跡、同町一町五反遺跡であります。

両遺跡の所在する八代町は、甲府盆地の南縁にあって、扇状地の発達した地域であります。

八代町を北流する浅川によって形成された扇状地の沖積地上には縄文時代から近世に至るまで

多くの遺跡が知られております。両遺跡の周辺には岡銚子塚古墳や狐塚古墳、団栗塚古墳など

多数の古墳が点在するほか、甲斐と駿河を結ぶ古道のひとつ若彦路があり、古代から重要な地

域であったことが窺われます。

身洗沢遺跡は、扇状地の扇端部に立地する弥生時代から古墳時代にかけての低湿地性の遺跡

であり、そのため農具などの多くの木製品や種子などの植物遺体が発見されました。とくに今

回注目されるのは、山梨県下で初めて該期の水田杜が３層にわたって検出されたことで、甲府

盆地の水田開発を考えるうえで重要な発見となりました。また微高地上より住居杜やピット群

が検出され、集落と生産活動の場との関係や地形利用、さらには植物利用といった当時の生活

を復元するための多くの成果を得ることができました。

次に一町五反遣跡は、弥生時代終末の遺跡で掘立柱建物杜などが検出されました。身洗沢遺

跡と近い位置にあり、また立地も似ており、両遺跡の関係を考えるうえで重要な遺跡と思われ

ます。

こうした調査の成果は、甲府盆地における歴史研究、さらには弥生時代の生業や生活を考え

るうえで重要な資料となるものと信じます。本報告書が多くの方々の研究にご活用いただけれ

ば幸甚です。

なお、本報告書が刊行されるまでに多くの方々からご支援、ご協力を賜りました。関係機関

各位、貴重な調査結果をお寄せ頂いた諸先生方、並びに直接調査に当たられた皆様方には、末

筆ながら改めて厚く御礼申し上げます。

1990年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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１．本報告書は、平成元年度の県道石橋・石和線建設事業に伴って発掘調査された山梨県東八

代郡八代町身洗沢遺跡の発掘調査報告書である。

2．道路改良事業区域の発掘調査は土木部より委託され山梨県教育委員会が実施した。

3．発掘調査、整理作業および報告書の作成は、山梨県埋蔵文化財センターが行い、同機関文

化財主事中山誠二、非常勤嘱託今福利恵が担当した。

４．本報告書の執筆は、試掘調査に係わる第１章第２節を森和敏が、本調査に係わる第１章か

ら第Ｖ章を中山・今福が行なった(第Ⅱ章第３節は高橋学氏による)。第Ⅶ章には、名古屋大

学文学部教授渡辺誠、立命館大学講師高橋学、財団法人帝京大学山梨文化財研究所古植物地

理室長外山秀一、同地質火山灰室長河西学の先生方にご執筆を戴いた。

5．写真撮影は、遺構を中山および今福が行い、遺物を丸山哲也、吉岡弘樹が行った。

６．本報告書にかかる出土品ならびに記録図面、写真等は、一括して山梨県埋蔵文化財センター

に保管してある。

7．出土品整理参加者
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8．発掘調査および本報告書の作成にあたり、下記の方々のご教示。ご協力を得た。記して謝
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第１節調査に至る経緯

昭和63年６月６日～１６日

平成元年６月３日

平成元年６月１３日

平成元年11月18日

平成元年12月４日

試掘調査の実施。本調査区範囲の設定。

文化庁に発掘通知を提出する。

発掘調査を開始する。

発掘調査を終了する。

石和警察署に遺物の発見通知を提出する。

第２節試掘 の経過

昭和63年６月６日より16日にかけて、身洗沢遺跡の道路建設予定地内を試掘調査を行なった。

試掘調査範囲は、長さ２５０，，幅12ｍの約３，０００㎡で、この間に２×３ｍのトレンチを10カ所

設定し、調査を実施した。（第１図)。

１号トレンチでは地表下40～50cmの黒褐色腐食土層に掘り込みが検出され、この覆土から古墳

時代初頭の土器片と木片が出土した。２号トレンチでは、地表下35cmで掘り込みが２カ所検出さ

れた。３．４号トレンチでは出土遺物はなく、表土下が砂喋層となる。５号トレンチからは地

表下85～100cmの黒色細砂層（第Ｖ層）で掘り込みが検出され、覆土から弥生時代末の土器片が

集中して多量に出土し、周囲には操や木片が包含されていた。また、この５号トレンチの各層

位の土壌を採取しプラント・オパール分析を行なった結果、地表下約１ｍから上層にかけてイ

ネのプラント・オパールが検出され、水田杜存在の可能性が強まった。

第６号トレンチと10号トレンチからは遺物遺構の検出はされず、表土より下１，５０cmまで

は砂層、円喋を含む砂喋層やシルト層が薄い黒色腐食土層をはさみながら互層となり、第７号

・９号トレンチではさらにその下部まで砂喋層がつづく。地層は全般的に北に傾斜し、北にな

るほど藤を多く含む層が厚くなる。

以上の試掘結果を踏まえて調査区を１号トレンチから、５号トレンチと６号トレンチの間ま

での約１４０ｍの間を本調査区とした。
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9.宮田遺跡１０.沢の木遺跡１１～13.石橋条里、Ｉ～III14・狐塚古墳１５堀ノ内遺跡１６.八王子遺跡１７.金地蔵遺跡
18.久保遺跡１９.三口神遺跡２０.馬見塚遺跡２１.上の平遺跡
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第Ｉ Ｉ章 遺跡概況

第１節遺跡の位置と周辺の環境

本遺跡は甲府盆地の南東部に位置する浅川扇状地の扇端部に立地し、標高は約２７０ｍを測る。

甲府盆地の南側には御坂山地が西南西方向に連なり、北流する河川によって扇状地や丘陵が形

成されている。遺跡の周辺には扇状地地形が発達し、浅川扇状地、金川扇状地、京戸川扇状地

などがみられる。遺跡の立地する浅川扇状地は、御坂山地烏坂峠周辺に源流をもつ浅川により、

八代町門林を扇頂として約70.の開きをもって、時代を異にして形成された二段の扇状地であ

る。扇端部分は緩やかに傾斜し、笛吹川の氾濫原に接する。御坂山地は東側で隆起が著しいた

め、扇状地を流れる川は西側に片寄っており、このため遺跡の北側を西流している天川は浅川

扇状地と東に隣接する金川扇状地のほぼ境を流れ、浅川は南西方向約２ｋmに位置している。

遺跡の立地する場所は浅川扇状地扇端部のため地下水位が高く、地表面下約50cm程で水が浸

透し、また周辺には多くの湧泉がみられる。地形的には複数の微高地とその後背湿地により複

雑に構成され、地質は砂喋質堆積物によって構成されるもののほか、シルト・粘土質堆積物に

よるものもみられることより、河道変遷のくりかえしによる不安定な場所であったことが窺え

る。

この笛吹川の南側では扇状地扇端部の低位面においても数多くの遺跡が知られている。縄文

時代の遺跡は、扇央部付近のほか横田遺跡や堤下町遺跡など笛吹川沿岸近くにもみられる。弥

生時代以降の遺跡については、身洗沢遺跡の周辺で神の木遺跡、蛍見橋下遺跡、侭ノ下遺跡な

どの多くの低湿地性遺跡が存在する。神の木遣跡は微高地上に立地し、弥生時代後期の土器が

出土している。蛍見橋下遺跡は、橋梁工事の際地表面下約８ｍ付近より古墳時代初頭の土器が

発見され、甲府盆地の低地開発を考える上でその立地とともに重要な遺跡である。また身洗沢

遺跡の南側約，００ｍに侭ノ下遺跡が存在し、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての住居杜

や建物杜が調査されている。この遺跡は身洗沢遺跡と同じ微高地上にあり、同一集落の一部で

ある可能性が高い。さらに向田遺跡、屋敷内遺跡、沢の木遺跡などの弥生時代の遺跡や塚ノ越

遺跡、堤南遺跡、堤下町遺跡、宮田遺跡などの弥生時代から平安時代にかけての遺跡が存在す

る。

身洗沢遺跡の南側の扇央部には狐塚古墳、団栗塚古墳などの前期古墳が存在し、石室の形

態、埴輪などからいずれも五世紀後半の年代が与えられている。浅川左岸の丘陵上には岡銚子

塚古墳、盃塚古墳などの四世紀後半から五世紀初頭の前期古墳が見られ、また扇央部から扇頂

部にかけても後期古墳が多く点在する。身洗沢遺跡の近くには、古くから甲斐と駿河を結ぶ若

彦路が存在している。この古道は平安時代末期の「吾妻鏡」を初見とし、以後軍事的に重要視

されているが、考古学的にみてそれ以前にも存在していたのは確かであり、遺跡の分布からも

重要な役割を担っていたことが窺える。

笛吹川北側の沖積地には現在のところ遺跡は発見されていない。笛吹川は多くの洪水により
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